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1 は じ め に

`刀根早生'は `平核無'の芽条変異であるが,果頂部

黒変や,後期落果が多い等の不良系統が多く見られる。そ

こで,本試験では,上記のような不良形質がなく,かつ優

良な形質を持つ刀根早生優良系統の選抜を行った。

2試 験 方 法

砂丘地農業試験場内の `刀根早生'(1997年 当時14年生)

44樹について,no l～ 44の番号を付 して供試 し,1997～

2000年 にかけて選抜調査を行った。「果頂部黒変」「後期落

果が多い」「強樹勢による着果不良」等の形質を持つ系統

を除外する対象とし,「収穫期が早いJ「多収」「大果」「高

糖度J等の形質を持つ系統を選抜の対象として,果実の着

色の推移,収量,果実品質,樹勢等についての調査を行 っ

た。選抜基準として,各形質とも全供試樹の平均値を求め

る比較とした。

3 試験結果及び考察

0)1997年

果頂部黒変 :2樹 ,後期落果性 :3樹,強樹勢 :6樹を

不良系統として選抜から除外した。また,不良形質の認め

られなかった樹のうち,収量,果実重,収穫期の早さにお

いて平均以上の形質を示した19樹を予備選抜した。

0)1998年

収量,一果重,糖度について前年同様に平均以上の形質

を示し,かつ収穫期の早さについて問題のなかった系統と

して,no 5,no 6,no ll,no 12,no 13,no 16及 び
,

1997年 に果頂部黒変が認められたものの1998年 には認めら

れず,し かも,収穫期の早さ,収量 ,果実重において優れ

ていた n。 39を加え,計 7樹について継続検討することと

した。

3)1999年

収 穫 期 :10月 5,12,20日 に収穫を行 ったところ,no
ll,n039に おいて,10月 5日 収穫の果実数比

率が50%以上と高かった。

量 :no 5,no 6,no 39が 平均以上であった。

度 :平均144%に 対 し, n0 6が 149%, no 13が

150%と 高かった。

果実階級 :L級以上の果実数比率がn05で60%程度.nO
13,no 16,n039で 80%程度と大玉傾向にあっ

た (図 1)。
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図 1 階級別果実数比率 (1999)

1999年の調査結果及び過去 2年間の成績か ら,■o5,
no ll,no 13,no 16を 継続検討することとした。 なお ,

no 39は 平成 9年と同様果頂部黒変の発生が見 られたため

検討を中止 した。

(4)2000年

収  量 :n05,no 13,n。 16で15聴/r以上と問題な

い収量であった (表 1)。

糖  度 :n016が14%を下回ったが,そ の他はいずれも

平均値以上であり,n013が 特に高糖度であっ

た (表 1)。
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図 2 階級別果実数比率 (2000)
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果実階級 :n013は L級以上700%と 供試樹中最 も大玉で

あった (図 2)。

no llは平成12年において優良な成績であったものの年

により品質のばらつきが大きく,ま た,n。 16は糖度が低

いため,こ の 2系統については検討を中止 した。

4 ま

4年間の調査の結果,44樹中から以下の 2系統を最終的

に選抜した。

n。 5:毎年収穫期の早さ,収量,果実肥大,糖度におい

て良好な形質を安定 して示す (表 1,図 3)。

no 13:樹勢がやや弱いものの,収穫期早く,毎年果実重

200g以上,糖度15%程度と非常に優れた形質を示

す (表 1,図 3)。

なお,本試験では 1樹ずつの検討であったため,優良形

質の安定性についての検討として,高接ぎ及び複数本の苗

木を育成しての試験を現在行っている。

H10   224    221   138   35
Hl1   2 24    195   14 4   27
H12   160    187   144   30

表 1 4年間のデータ比較

め

平均

※「収穫」「果実重」「糖度」における網掛けは平均以上
の数値。「収穫期の早さ」は平均より早かったものに
ついて「○」とした。
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図 3 収量・果実重・糖度についての平均との比較 (4年間のデータ)
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